


 

 

 



　クリスマス・イブにクリスマス・キャロルをはしごするというのは初めての

経験だった。半年前、イブの午後はケンブリッジ大学キングズ・カレッジのク

リスマス・キャロルを、夜はイリ大聖堂のクリスマス・キャロルを聴いた。 

　キングズ・カレッジのチャペルで行われるクリスマス・キャロルはBBCを通

じて全英に放送されるのが恒例となっているもので、整理券は朝早くにはけて

しまっていたが、なんとか入場することができた。清楚な外観と高い天井の繊

細な装飾を持ち、ケンブリッジ大学を象徴する建物としてしばしば絵葉書にも

登場するチャペルに響き渡る男声合唱は荘厳なものであった。  

　イリはケンブリッジから列車で20分ほどのところにある清教徒革命のオリバー・

クロムウェルゆかりの町で、英国が誇るカテドラルがある。深夜のクリスマス

礼拝に出席すると、平日よりはるかに早くに終電となる列車に間に合わないた

め、クリスマス・キャロルだけで帰路についたが、後で聞いたところでは、近

年参拝者が増えているため礼拝の回数を増やしたにもかかわらず、深夜の礼拝

も満員になったとのことであった。ケンブリッジ大学の30に及ぶカレッジでは

毎夕方、聖歌隊によるイブンソングが行われ続けてきている。 

　宗教と歌はどのような関係にあるのだろうか。確かに仏教には声明があり、

和声のような僧の読経に驚いたこともある。しかし、仏教の伝統として一般信

者による合唱隊というのは聞かない。　 

　キリスト教では、神を賛美するという僕としての行為が、やがて主体的に歌

うという信者の表現行為を生み出していったのではないだろうか。さらに他方

で、可能な限り広い音域をカバーする楽器の創作へと向かわせたのではないだ

ろうか。 

　関西学院大学では、聖歌隊、グリークラブからゴスペルに至るまで、幅広い

合唱グループが活躍している。クリスマスには「関西学院　at ザ・シンフォニー

ホール」も行われる。  

　昨年度、ケンブリッジ大学へ半年間留学する機会を与えてくれた関西学院に

感謝したい。チャペルや教会での合唱を聞き――素人としての知識と経験に基

づくものではあるが―空高く舞い上がっていく想像の翼が与えられた。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法学部教授） 
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